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PC操作のご案内

≪講演発表時の利益相反状態開示方法について≫
学術集会における演題発表時の利益相反状態開示方法は、以下の通りといたします。

1．開示しなくてはならない筆頭演者
臨床研究に関するすべての発表において、利益相反状態の有無にかかわらず開示しなくてはなりません。

※利益相反の開示については「日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会」の指針をご参照ください

2．口演発表における開示方法
演題名・演者名・所属のスライドの次のスライド（第2スライド）に、以下に示すひな形に準じたスライドを
提示したうえで、利益相反状態の有無を述べてください。

第39回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集会

利益相反状態の開示
筆頭演者氏名：○○ ○○
所　属：△△△△耳鼻咽喉科

私の今回の演題に関連して、開示すべき利益相反状態はありません。

第39回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集会

利益相反状態の開示
筆頭演者氏名：○○ ○○
所　属：△△△△耳鼻咽喉科

私の今回の演題に関連して、開示すべき利益相反状態は以下のとおりです。

役員・顧問職/寄付講座所属　　　　　○○製薬株式会社
講演料など　　　　　□□製薬株式会社
研究費/奨学寄付金　　　　　株式会社××ファーマ

利益相反状態にある場合のひな形 利益相反状態にない場合のひな形

現地発表の方は画面の操作はご自身で行っていただきます。
演台にはキーボードとマウス、およびモニターがセットされています。
PC受付にて担当者が操作方法を説明します。
Web発表の方は事前提出頂いた講演資料をオペレーターが映写致します。

ノートPCをお持ち込みの方への注意事項
①バックアップとして、必ずメディア（USBメモリ）もご持参ください。
②PC受付にて映像の出力チェック後、発表者ご自身で会場内のオペレーター席へ発表の30分前までにお
　持ちください。※PCの機種やOSによって、出力設定方法が異なります。
③プロジェクターとの接続ケーブルの端子は、HDMIまたはミニDsub-15ピンです。PCによっては専用
　のコネクタが必要となりますので、必ずお持ちください。
　※特に最近の小型PCは、別途付属コネクタが必要な場合がありますので、くれぐれもご注意ください。
④スクリーンセーバー、省電力設定は事前に解除願います。
⑤コンセント用電源アダプタを必ずご持参ください。
　※内蔵バッテリー駆動ですと、ご発表中に映像が切れる恐れがあります。

第39回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集会
タイムスケジュール

9：30 START
一般講演22題（優秀演題賞ノミネート講演6、一般講演16）

耳鼻咽喉科領域講習2題（特別セミナー 1、特別講演1）　教育講演1題　ハンズオンセミナー（1企画）

【第1会場】　大ホール 【第2会場】　501

ハンズオンセミナー：舌診（60分）
《教育講演連携企画》
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休憩（5分）

休憩（10分）

一般講演Ⅱ（40分）
《4演題》

一般講演Ⅲ（40分）
《4演題》

教育講演（30分）

特別講演（60分）
耳鼻咽喉科領域講習2

特別セミナー（60分）

一般講演Ⅰ（50分）
《5演題》

耳鼻咽喉科領域講習1

開会の辞

休憩（15分）（カード登録）・弁当配付

一般講演Ⅳ（30分）
《3演題》

優秀演題賞ノミネート講演（60分）
《6演題》

休憩（10分）

休憩（5分）

休憩（10分）（カード登録）

休憩（10分）（カード登録）

（カード登録）

総会（10分）

優秀演題賞表彰式・閉会の辞

情報交換会
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